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広報たけはら

次
の
人
が
病
院
の
窓
口
で
支
払

う
自
己
負
担
割
合
（

割
ま
た
は

割
の
い
ず
れ
か
）
は
、
毎
年

月

日
を
基
準
日
と
し
て
前
年
の

住
民
税
課
税
所
得
を
基
礎
に
見
直

し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
の
交
付
者

対
象

歳
以
上

歳
未
満
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者

対
象

歳
以
上
の
人
及
び

歳

以
上
で
一
定
の
障
害
の
認
定
を

受
け
た
方

判
定
後
の
通
知

現
在
発
行
し
て
い
る
高
齢
受
給

者
証
と
保
険
証
の
有
効
期
限
が

月

日
ま
で
の
た
め
、
負
担
割
合

変
更
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す

べ
て
の
対
象
者
に

月
末
ま
で
に

新
し
い
受
給
者
証
ま
た
は
保
険
証

を
郵
送
し
ま
す
。

古
い
受
給
者
証
は
市
民
生
活
・

支
所
・
出
張
所
に
返
却
す
る
か
、

各
自
で
責
任
を
も
っ
て
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

窓
口
負
担
割
合
が

割
と
な
る
人

の
基
準

（
左
記
以
外
の
人
は

割
）

区 分 判 定 基 準

現役並み所得者

住民税課税所得が 万円以上の人
住民税課税所得が 万円以上の被
保険者と同一世帯の人
ただし、被保険者の収入合計が、一
人で 万円未満、 人以上で 万
円未満であると申請したときは、自
己負担割合が 割になります。

区 分 判 定 基 準

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

窓
口
で
の
負
担
割
合
を
再
判
定
し
ま
す

（

割
負
担
・

割
負
担
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

窓
口
で
の
負
担
割
合
を
再
判
定
し
ま
す

（

割
負
担
・

割
負
担
）

毎
年

月

日
を
基
準

に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

市
民
生
活
課
医
療
年
金
係

毎
年

月

日
を
基
準

に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

市
民
生
活
課
医
療
年
金
係

窓口負担割合が 割となる人の基準（表以外の人は 割）

市
で
は
、

空
き
家
バ
ン
ク

制
度

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
登
録
の
申
し

込
み
の
あ
っ
た
空
き
家
情
報
を

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹

介
し
て
、
空
き
家
を
借
り
た
い

人
や
購
入
し
た
い
人
に
情
報
を

提
供
す
る
制
度
で
す
。
市
内
の

空
き
家
を
有
効
活
用
し
て
、
定

住
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

賃
貸
借
や
売
買
が
可
能
な
空

き
家
を
お
持
ち
の
人
や
、
市
内

へ
の
定
住
を
希
望
す
る
人
の
空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
の
多
い
物
件

水
回
り
が
整
備
さ
れ
て
い
る
物

海
が
見
え
る
物

畑
付
き
の
物

ご
利
用
上
の
注
意

こ
の
制
度
は
、
不
動
産
の
契

約
・
交
渉
等
の
仲
介
行
為
を
行

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

観
光
文
化
室

問
い
合
わ
せ
の
多
い
物
件

ご
利
用
上
の
注
意
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公
共
下
水
道
へ
の
接
続
・

水
洗
便
所
へ
の
改
造
義
務

に
つ
い
て

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

も
、
居
住
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に
活

用
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
生
活

環
境
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
下
水
道
法
で
は
、
公

共
下
水
道
へ
の
接
続
・
水
洗
便
所

へ
の
改
造
を
、
次
の
と
お
り
義
務

付
け
て
い
ま
す
。

指
定
工
事
店
に
つ
い
て

接
続
工
事
は
、
専
門
の
資
格
者

（
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
）

が
い
る
竹
原
市
公
共
下
水
道
排
水

設
備
工
事
指
定
工
事
店
で
な
け
れ

ば
、
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

工
事
を
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
、

指
定
工
事
店
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

工
事
店
の
詳
細
は
、
下
水
道
課

備
え
付
け
の
名
簿
ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。貸

付（
融
資
あ
っ
せ
ん
）

制
度
に
つ
い
て

市
で
は
、
接
続
工
事
の
資
金
を

金
融
機
関
を
通
じ
て
無
利
子
で
貸

し
て
い
ま
す
（
最
高

万
円
ま

で
）。利用

さ
れ
る
場
合
は
、
工
事
を

依
頼
さ
れ
る
と
き
に
指
定
工
事

店
、
ま
た
は
下
水
道
課
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。（
施
工
後
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。）

こ
の
制
度
は
、
供
用
開
始
か
ら

年
を
経
過
す
る
と
利
用
で
き
な

く
な
る
の
で
ご
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。平

成

年
供
用
開
始
区
域
で
接

続
工
事
を
さ
れ
る
場
合
は
、
平
成

年

月

日
ま
で
に
排
水
設
備

等
計
画
確
認
申
請
書
及
び
水
洗
便

所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
申
請

書
を
下
水
道
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

公
共
下
水
道
へ
の

接
続
を
し
て
く
だ
さ
い

公
共
下
水
道
へ
の

接
続
を
し
て
く
だ
さ
い

公
共
下
水
道
へ
の
接
続

は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
課

公
共
下
水
道
へ
の
接
続

は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
課

浄
化
槽
を
廃
止
し
て
の

公
共
下
水
道
へ
の
接
続

供
用
開
始
か
ら
遅
滞
な
く

（
お
お
む
ね

年
以
内
）

く
み
取
便
所
か
ら

水
洗
便
所
へ
の
改
造

供
用
開
始
か
ら

年
以
内

全日本学生剣道選手権大会

月 日 日 大阪府
鴨宮 康仁（明治大学）

全日本女子学生剣道選手権大会

月 日 日 大阪府
森園 和美（広島国際大学）

全国高等学校総合体育大会

《剣道》
月 日 日 大阪府
仁井 海志（帝京第五高等学校）

《相撲》
月 日 日 京都府

（竹原高等学校）
上中 雅嗣 木下 亮
大本 雄也 長野 寛史

全日本学生剣道選手権大会

全日本女子学生剣道選手権大会

全国高等学校総合体育大会

全国高等学校簿記コンクール

月 日 東京都
中原 亮太（竹原高等学校）

全国空手道選手権大会・

全国小中高空手道選手権大会

月 日 日 東京都
（竹原錬心会）
原野総一郎 上田 拓巳
岡崎 希美 中村 大地
岡崎 涼 中村 海
出口 愛恵 田中 孝穂
金森 保尚 出口 善久

全国高等学校簿記コンクール

全国空手道選手権大会・

全国小中高空手道選手権大会

日本アマチュアゴルフ選手権

月 日 日 福岡県
奥田 善則

全日本少年剣道錬成大会

月 日 日 東京都
（育誠館道場）
倉谷 涼次 山下 浩平
川本 和則 松田 怜士
川本 有紀 川本吉太郎
倉谷 雄太 寺本 征也
松田 隆聖 永井 貫太
市では、県大会規模の予選会を
経て全国大会に出場される人に
助成金交付制度を設けています。
問い合わせ

生涯学習課体育振興係

日本アマチュアゴルフ選手権

全日本少年剣道錬成大会

供用開始区域の詳細は
市のホームページで
公開しています。


